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 見えないところで、コツコツと、、、 
 
 

 

手前味噌で恐縮ですが、今回は、本校

の教師についての話です。この写真は

20 日(月)17 時過ぎの職員室です。私

は、その時間まで校長室で来客対応をし

ており、その対応が終わり、職員室へ入

ると、、、教務主任しかいませんでした。

すでに勤務時間は過ぎていましたので、

職員は早々に退勤したのかな？と思い

ましたが、机上を見るとまだまだいる気配が。教務主任からは、「先生たちはまだ教室で熱く語り

ながら研修しています」と聞かされました。 

この日は、児童下校後の 15 時 30 分から研修会でした。どの学校も、教員の指導技術の向上や

児童理解を深めるために研修の時間が設けられており、学校によっては、一つのテーマや教科等

に絞り研究を進めています。本校では、この 2 年間、「令和版学校課題研究」という名のもと、大き

なテーマ「『笑顔』に向かって」に基づいた教員個々の個人研究を行っています。この日は、年度の

終盤に差し掛かり、まとめに向けて小グループに分かれて研究についての進捗状況を確認し合っ

たり、お互いの研究について質問や相談、助言をし合ったりする時間でした。 

今、学校では、子供たちに、自ら課題を見つけ対話を通して自らの思考を深めながら学び、そし

て、よりよい社会や人生を切り拓いていく力をつけていくことが求められます。だからこそ、教師

自身も子供たちのロールモデルとして、自らの実態に応じて、課題を見出し、主体的に学んでいく

ことが子供以上に求められています。現在、働き方改革が大きく進んではいるものの、私たち教

師が力をつけていくには、勤務時間内では収めることができない莫大な時間や労力が必要です。

基本は、子供たちと何ら変わりません。「意欲」です。教師の場合、仕事ですので、それに「使命感」

が付け加えられます。子供たちの成長や笑顔のために、教師として、自分はどんな力をつけていか

なければいけないのか、常に考え、コツコツと地道に力をつけている次第です。 

こんな教師集団です。保護者や地域の皆様には、引き続きの温かいご支援・ご協力をいただき、

学校と家庭、地域が一体となって東っ子の笑顔につなげてまいりましょう。 

※表題は、ドイツの教育学者ジェステルリッヒの言葉です。私が教師になってから大事にしている格言の一つです。 

 

 

 

進みつつある教師のみ 人を教える権利あり※ 

東っ子の笑顔を引き出すために、、、お互いに授業を見合い、高め合い、学び続ける私たち 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊＊＊＊＊＊ ２月の予定 ＊＊＊＊＊＊ 

 ３日（月）茶レンジスクール（４年希望者） 

 ４日（火）お話朝会 

 ５日（水）お弁当の日 

      低学年特別日課４時間 13:00 下校 

      入学準備説明会 

 ６日（木）委員会活動 

１０日（月）東っ子放課後教室（奇数学年） 

      茶レンジスクール（４年希望者） 

１１日（火）建国記念の日 

１２日（水）３年読み聞かせ 

      東っ子タイム 

１３日（木）６年中央中部活動見学 

１４日（金）体育朝会（８の字記録会） 

１７日（月）茶レンジスクール（４年希望者） 

      赤い羽根募金（～１９日） 

１８日（火）児童朝会（委員長） 

１９日（水）４年竹の子読み聞かせ 

低学年授業参観懇談会 

クラブ発表会（昼休み） 

２０日（木）資源回収日 

      高学年竹の子授業参観懇談会 

２１日（金）中学年授業参観懇談会 

２４日（月）天皇誕生日振替休日 

２５日（火）音楽朝会 

２６日（水）６年読み聞かせ 

      東っ子タイム 

２７日（木）クラブ活動（最終） 

２８日（金）５年社会科見学※ 

※５年のみ登校時間が早まります。 

 登校班にご留意ください。 

不審者対応訓練の実施 
１月１６日に、不審者が校舎内に侵入したことを想定した訓練を行いました。狭山警察の

署員が不審者役となり、臨場感あふれる中、対応を試みました。児童は、緊急放送を聞き、

教師の指示の下、逃げるのか、教室に留まるのか行動に移します。下の写真は、足音を立

てずに、廊下の反対側に身を潜めている様子です。 

 校内で名札を着用していない者に遭遇した 

教員は、すかさず声をかけます。受付（事務室） 

を通っていない場合は、それを促します。教員 

の声掛けに不明瞭な応答があった場合は、す 

ぐさま緊急体制に移ります。教員は、仲間を集 

めること、事態が悪い場合は１１０番。警察が到 

着する時間は、７分間と言われており、その間、 

誰一人被害者を出さないよう時間をかせぎます。 

 訓練後、講師である警察の方からアドバイスをいただき、教職員間で振り返りました。

様々なケースが考えられるため、今後も危機意識を共有しながら職務に当たることを確

認しました。 

 

 保護者、地域の皆様には、校内において、名 

札の着用をお願いしています。 

【保護者】      【ボランティアさん】 

 

 

 

 

 

 名札がない場合は、事務室にある名簿に名 

前を記入し、右の名札を着用します。学校公開 

等複数の方で参観される場合は、名札をお持 

ちの方から離れぬようお願いします。 


